
様式第７号 

一般競争入札設計図書等質疑応答書 
 

工事名  南相馬市消防団下高平地区屯所建設工事（2025000747） 

 

№ 質  問  事  項 回        答 

1 A-108特記仕様書-4「タイル工事」及び 

A-203仕上げ表にて、玄関床タイルは 

磁器質300角となっていますが、A-206 

矩計図では600角となっています。 

300角を正としてよろしいでしょうか。 

A-108及びA-203仕上表、設計書の通り、

300角を正とする。 

 

 

 

2 A-110特記仕様書-6「建具工事」にて 

９鍵箱が摘要となっていますが、設計書 

に記載有りません。適用外と考えて宜し 

いでしょうか。 

A-110特記仕様書の通り。 

なお、管理上鍵をまとめておけるものであ

れば、鋼製既製品でなくても良いものとす

る。 

3 A-111特記仕様書-7「内装工事」にて 

４ﾋﾞﾆﾙ幅木高さが60㎜となっていますが 

A-203仕上げ表、A-209展開図、及び 

設計書ではH40となっています。 

H40を正と考えてよろしいでしょうか。 

A-203及び209、設計書の通り、H40を正と

する。 

 

 

 

4 耐力面材厚さについて 

A-203仕上表＝火山性ｶﾞﾗｽ質複層版ｱ６ 

A-206矩計・207平詳・S-203壁量計算図-1 

＝ｱ９ 

S-201土台伏図＝ｱ9.5 

となっています。どちらを正とすればよ 

ろしいでしょうか。 

A-206及び207、S-203の通り、火山性ｶﾞﾗｽ

質複層板ｧ9を正とする。 

 

 

 

 

5 環境パイル本数について 

消防屯所の地業工事（環境ﾊﾟｲﾙ工法）に 

て、設計書ではﾃｰﾊﾟｰ材本数46本となって 

いますが、設計図S-201基礎伏図では 

51本分の表記があります。 

設計書通り46本と考えてよろしいでしょ 

うか。 

設計書及び設計図内文言記載の通り、構造

計算上46本を正とする。 

なお、S-201基礎伏図に誤記あり、修正図

は別添の通り。 

   

 



特記事項
株式会社 田 建内 築 設 計 事 務 所

検印 管技印 担当印

図面名称 制作年月日

図面NO .

縮尺
1

工事 　設計図工事名称

１級建築士事務所　福島県知事登録　第1 1 （ 4 1 2 ） 1 2 2 0号 50 令和7年　 8月　　日

S-201

基礎伏図 ・ 土台伏図

南相馬市消防団下高平地区屯所建設
代表取締役　佐藤　孝夫　 １級建築士　第 1 3 5 4 4 2 号

〒 9 6 0 - 8 0 4 3 　福島市中町9 - 2 2 　 T E L 　 0 2 4 （ 5 2 1 ） 0 3 6 5 （代 ） 　 F A X 　 0 2 4 （ 5 2 4 ） 2 2 6 4

縮尺　Ａ2：1 0 0％　Ａ3：7 0 . 7％　Ａ4：5 0％ 管理建築士　鈴木　悠司　 １級建築士　第 3 7 4 6 0 9 号
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スラブリスト 部材リスト

記号・凡例 アンカーボルト・金物

アンカーボルトＭ1 2　Ｌ＝4 0 0

　  アンカーボルトの設置位置
　　・アンカーボルト位置は柱芯から2 0 0㎜以内
　　・耐力壁の両端の柱の下部に近接した位置

　　・土台の切れ部
　　・土台の継ぎ手および土台仕口の端部
　　・上記以外については2ｍ以内の間隔とする

ホールダウン金物  Ｍ1 6

大引受用鋼製束

施工管理値　6 0 K n ／本　以上

外周部 : 通気パッキン（幅1 2 0）

内部　 : 通気パッキン（幅1 2 0）

土台の継手の位置には必ず敷き込む事とする。

※特記なきスラブは F S 1

部材リスト

環境エコパイル工法　φ1 2 0　3 . 0ｍ　4 6本

※ハッチング範囲：C O N増打ちァ1 0 0

※基礎： F c 2 1、S 1 8　捨コン： F c 1 8、S 1 5

記号・凡例 種別

土台

大引

床材 構造用合板ァ2 4

耐力壁
N 5 0四周打ち釘＠1 0 0

多機能建材（耐力面材）ァ9 . 5　片面

筋違い

柱 特記なき柱は  1 2 0ｘ1 2 0　杉　1級

間柱

間柱

窓台

窓マグサ

杉　一般材　3 0ｘ1 2 0＠4 5 5

杉　一般材　4 5ｘ1 2 0

杉　一般材　4 5ｘ1 2 0

4 5ｘ9 0　片筋違い　杉　一般材

寸法・材質等

米松　1 2 0ｘ1 2 0　加圧式防腐処理材

米松　9 0ｘ9 0　加圧式防腐処理材

杉　一般材　4 5ｘ1 2 0（合板・ボード継ぎ目部）
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基礎詳細図　S = 1 / 2 0


